
【事業所】放課後等デイサービス NESTⅡ 自己評価 

 
新しく事務所スペースを借りたことにより、普段活動するスペースが広くなった。 

児童数によっては会館を借りて活動している。 

会館を借りて人数を分けたりして室内が狭くならないようにしている。 

子供たちが遊べるスペースが十分確保されている。 

新型コロナウィルス対策で人との距離感等 

児童数が多い時など、公園や会館を借りて分散して活動している。 

活動拠点を分けている 

人数の多い時は会館、公園など活動場所を分け工夫している。 

 

 
児童数によって指導員の数を増やしている。 女児が居る場合などは女性スタッフが居るように心が

けている。 

児童の人数に応じて職員の配置を分けている。 

たまに女子児童がトイレのミスをした際に女性スタッフがその場にいない。 送迎の関係上難しいこと

もある。 



障害特性に合わせた支援を心掛けている 

規定通り配置している。 

 

 
子供たちが遊べるスペースを広くするため極力物を置かず、段差などがない。 

児童が転ばないように階段がある事と所在地が 3階である為 

階段が多い為、手すりを付けたり、職員が必ず付き添い登り降りしている。 

 

 
日々のプログラムの狙いや支援目標に対して、スタッフ間で話し合い、その日の支援が適切だった

か、また改善点などが出れば次に繋げていけるようにしなければならない。 

新年度には各自目標を立てている 



  
改善に至らない点もある為 

アンケートを元にミーティングを行い、共有している 

 

 
ホームページにて公開している。 

 

  



 
コロナの影響もあり動画等で行っている 

研修の情報などを共有し、研修へ参加出来るよう行っている。 

 

 
児童発達支援管理責任者が適切に行っている 

ミーティングを行い情報共有した上で担当者が作成している。 

 

  



基本的には個人で考えている。 

全職員がプログラム案を出している。 

担当者を中心に指導員がチームで行なっている。 

こどもたちの反応や苦手なことなどを共有しながら意見を出し合い作成している。 

  

 
新しいプログラムを日々考えている。 

曜日で固定されないように月ごとに曜日をずらしてプログラムを入れている。 

毎日違う種類のプログラムが行われている。 

多種類の運動プログラムを準備するようにしています。 

担当者が固定化しないよう組み立てている 

一人一人がプログラムを考え、担当者が固定にならないよう調整している。 

 



 
コロナ禍で長期休みに外できなくなっていて、室内に居る時間が長い。 そんな時間を無駄にしない

よう、何か児童に対して新しいアプローチが必要だと考えている。 

個別に設定している利用者がいる 

長期休みには勉強の時間を設け工夫している。 

 

  

個別支援計画に基づき支援している。 

担当者が作成している。 

 



 
プログラムの内容、担当する児童、何か気をつける事がある児童や内容についてスタッフ間で打ち

合わせを行っている。 

朝と活動場所に分かれる前に執り行っている。 

指導案などを元に確認している。 

 

  
特記事項があれば、毎日個人の活動記録に残し。スタッフ間で共有している。 

支援終了後にはできていない為、次の日の朝にミーティングを行い共有事項など確認している。また

記録などに記載して共有している。 

特記事項のみ引き継ぎを行なっている 

共有ノートの活用や、ミーティングにて振り返り共有している。 

 



 
特記事項があれば記録だけではなくミーティング時に口頭で共有している。 

支援終了後、パソコンに入力している。 

毎日記録に落とし込んでいる 

毎日記録をとり、ミーティング等行い共有している。 

 

 
半年毎に行なっている 

定期モニタリングを行い、その都度計画を見直している。 

 

 



  

 

  
会議には児童発達支援管理責任者が参画している 

担当者が参加している。 

 

 
メール、電話、メモなどで情報共有をしている。 

前もってメールや電話にて対応している。 



 
現在受け入れを行っていない。 

 

  
 

  

現在対象利用者なし 

 



  

 

 
公園などで交流する機会がある。 

公園活動時に一緒に活動している。 

 

 
施設を周りにしって頂けるように努めてます。 

適宜参加している 



 
面談や送迎の機会を使い密に行なっている 

連絡帳を使ったり、送迎時に保護者と話したりし共有している。 

 

 

面談でアドバイスを行っている。 

 
重要事項説明書を取り交わす機会等で適宜説明をしている 

担当者が資料を元に説明を行っている。 



 
保護者の希望で面談を行い個別に支援をしている 

担当者が密に連絡を取り合い、他スタッフは送迎時などにお互いの情報共有を行っている。 

 

 
現在はコロナの影響で保護者は行なっていないが 以前は年に 2回開催していた 

今年度、コロナということもあり思うように出来ていない。今後リモートで出来るよう体制を整える。 

 



 
保護者に直接お会いして話しをしている。 

管理者を中心に行なっている 

現場で解決せず、スタッフ間で情報共有した上でその日のうちに対応している。 

 

 
インスタグラムを使用している 

SNS を使い発信している。 

 



 

 

 
状況に合わせた支援をしている 

連絡手段を変え工夫している。 

 

  

コロナということもあり地域を巻き込んでのイベントは行えていない。 

 



 
事業者に保管し情報を管理している 

マニュアルを作成しいつでも見れるように保管している。 

 

 
プログラムに取り入れている。 

担当者が計画している 

年２回行っている。 

 



 
全員が研修へ参加出来るよう努めている。 

  

  

契約時説明を行っている。 

 

 

情報不足な事がある。 

契約時保護者に聞き取りを行い、スタッフ間で共有している。 



 

ミーティングで情報共有を図っている。 

 


